
令和７年９月１９日から２４日にかけて、栃木県日中友好協会の滝沢正幸理事長を団長とする「栃木

県青年友好代表団」が、浙江省人民対外友好協会の招きで中国・浙江省を訪問した。代表団は日本か

ら６名の青少年、中国からは留学中の栃木県出身者５名で、湖州市、杭州市、紹興市の各地を巡り、

文化体験や大学交流を通じて現地との親睦を深めた。

初日は現地で活動している留学生組と日本から到着した学生組が上海で合流、代表団が正式に出発。

２日目には湖州市南潯古鎮にて小蓮荘の曲径回廊を散策し。中国三大私家蔵書楼の一つである嘉業蔵

書楼の書香に耳を傾けた。また伝統的な筆づくりや、蚕博物館での見学・蚕ブローチ作りを行ったほ

か、三道茶(地元の伝統茶文化)を体験した。夜には湖州市主催の歓迎会が開かれ、団員２名の誕生日

祝いと結婚祝いが行われ、温かな雰囲気に包まれた。歓迎会後は太湖の夜景を楽しんだ。

３日目は湖州師範学院日本語学科の学生と交流し、中国茶道を体験伝統的な中国茶の技法を学んだ。

午後からは杭州へ移動し、夜は浙江省人民対外友好協会と福井県代表団との合同歓迎会に参加した。

4日目は、杭州観光と新技術体験の日。西湖遊覧、河坊街や天目里の散策を楽しんだ後、VR技術によ

る「フランス周遊」「エジプト・ファラオの旅」を体験し、浙江省の最先端技術展示を見学。夜は钱江

新城の夜景を鑑賞した。

5日目には、杭州の之江文化センター無形文化遺産館やロボット研究基地を見学。午後は紹興に移動

し、王羲之ゆかりの蘭亭を訪れ、書道経験者である数名の団員が現地で揮毫を披露した。その後、魯

迅故里を見学し、中国文学への理解を深めた。

最終日の6日目には、紹興酒博物館と紹興酒発祥の地を訪問し、伝統的な酒造文化に触れた後、日本

組と留学組がバスで別れを告げ、充実した交流の幕を閉じた。

５泊６日の今回の訪問を通じて、栃木県と浙江省の青年たちは、歴史・文化・技術の多方面で深い交

流を行い、相互理解と友好の絆を一層強めた。今後も両地域の交流と協力の発展が期待される。
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栃木県青年友好代表団　浙江省を訪問（9/19～9/24）



青年委員会の歩み
（青年委員会の活動報告）

栃木県青年友好訪問団 （9/19～9/24）

　9月19日～24日、浙江省（湖州・杭州・紹興）を訪問し
ました。古鎮での文化体験や大学生との交流、西湖散策や
AI展示見学、紹興酒の飲み比べなどを通して、中国の伝統
と現代の魅力を体感しました！

スピーチコンテスト栃木県大会
今年も開催予定

多くの方にご参加いただき、会場は終始、笑顔と声援に包ま
れた和やかな雰囲気に。
試合後には表彰式や記念撮影も行われ、参加者同士が健闘を
称え合いながら楽しいひとときを過ごしました。

　2024年度 友好関係交流員として浙江省へ派遣され

ました加藤が、今回のコラムを担当いたします。

早いもので、昨年の派遣から一年が経ちました。現在

は、酒巻青年部長が浙江大学に留学されています。

私が浙江大学で出会った日本人留学生たちは、今、

日本に戻ってそれぞれの道を歩んでいます。社会人

として仕事に打ち込む人もいれば、学生としてさら

なる学びを続ける人もいます。どの人も大きな夢を

抱き、挑戦する気持ちを持った輝く若者たちでし

た。

学生生活を終えた今も、皆それぞれの場所で努力を続

けています。私自身も、留学を通して培った経験を大

切にしながら、今後も中国と日本を結ぶ架け橋の一端

を担えたらと思っております。会報やさまざまな活動

を通して、次の世代へとバトンを渡し、両国の交流が

より深まり続けることを願ってやみません。

コラム◎日本と中国を繋ぐ架け橋に協会活動報告

第2回栃木県日中卓球交流会 （9/13）

とちぎグローバルセミナー2025 (2025/7/19)

「こどもといっしょの夏祭り」に出展 (7/26)

　宇都宮市を拠点に活躍する二胡奏者・宮郷暁東先生（黒
龍江省チチハル市出身）をお招きし、演奏会を開催しまし
た。東洋のバイオリンとも呼ばれる二胡の美しい音色が会
場に響き渡り、多くの方々がその魅力に癒されました！

　地域の夏祭りに出展し、中国文化を多くの方々に知って
いただくためにエッグタルトの販売や中国茶の試飲コーナ
ーを設けました。また、例年通り中国人留学生に浴衣の着
付けを行い、日本の夏を体験していただきました！

　9月13日、第2回「栃木県日中卓球交流会」を開催しま
した。日中両国の参加者が集い、個人戦・団体戦で白熱し
た試合を繰り広げながら、卓球を通じて親睦を深めまし
た。

　こちらは栃木日中友好協会新設サイトの
QRコードです。「知己」に載せきれない詳細
な情報はこちらからご覧ください。お問合
せや掲載依頼も随時受け付けております！

FAX：０２８５ー５２ー１５８８
E-mail：tochiginichu.jimukyoku@gmail.com
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栃木県日中友好協会事務局 連絡先

栃木県日中友好協会は、毎年恒例の「中国語ス
ピーチコンテスト栃木県大会」を今年も開催し
ます。
本大会は、中国語学習の普及と質の向上、そし
て日中両国民の相互理解と友情の深化を目的と
しています。
開催日は2025年10月25日（土）9時30分から
13時まで、とちぎ国際交流センター（宇都宮
市本町）にて行われます。
高校生、大学生、一般の部があり、優秀者は全
日本大会への推薦を受けることができます。



浙江の知己より
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岸
都
市
で
、
歴
史
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浙江に住む人、学ぶ人、働く人。
我らが知己たちは中国で様々に活躍しています。
彼らの語る中国を聞いて、現地に想いを馳せましょう。

　温州（おんしゅう）は、中国浙江省に位置する
美しい沿岸都市で、歴史と文化が息づく魅力あふ
れる街です。北側には川が流れ、市内には水路や
運河が網の目のように張り巡らされており、まる
で水の都のような風情を漂わせています。温州の
地形は海に面しており、美しい海岸線が広がって
いるため、海の風を感じながら観光を楽しむこと
ができます。また、温州は山々にも囲まれてお
り、自然の美しさと調和した街並みが魅力的で
す。この風光明媚な景色、美味しい料理、そして
多彩な観光スポットがそろっており、温州は「太
平洋の玄関口」として、多くの旅行者を惹きつけ
ています。
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温
州
み
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ら
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私は上海交通大学の徐汇キャンパスで留学生活を送りまし
た。上海は中国最大級の国際都市です。私が暮らしていた
徐汇区は、歴史ある街並みと現代的な雰囲気が共存する、
とても魅力的なエリアでした。大学やカフェ、デパートな
どが集まっているほか、バスや地下鉄などの公共交通機関
も整備されていて、生活しやすい環境でした。
この留学は「ダブルディグリープログラム」の一環で、日
本の大学と中国の大学の両方で学び、5年間で両大学の学位
を取得できるという制度です。私は日本の大学で国際学部
に所属しながら、上海交通大学では人文学を中心に学びま
した。どちらの大学でも単位を取る必要があるため勉強は
大変でしたが、その分、学びの幅も広く、とても充実した
学生生活を送っています。
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落
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葉礼宣さん
　2023年9月から1年間、上海交
通大学に正規留学していた福嶋で
す。日本の大学と上海交通大学の
ダブルディグリープログラムに参
加し、現地では上海交通大学の人
文学院に通っていました。

福嶋美咲さん
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　こんにちは！葉礼宣（ヨウレイ
セン）と申します。浙江工業大学
で日本語を専攻しております。大
学に入ったから、日本語の勉強に
力を入れて、日本の社会や文化に
ついて多くのことを知りました。

上海で過ごした留学生活上海で過ごした留学生活
(文:福嶋美咲)(文:福嶋美咲)

　去年九月に貴重な機会を得て、宇都宮大学に交換留学に
来ました。この半年間、日本の生活を深く体験し、日本の
魅力を深く感じることができたことをとても嬉しく思いま
す！

　留学中に感じたことや学びを通して、中国や上海
の魅力を少しでも皆さんに知ってもらえたら嬉しい
です！

上海交通大学には郊外に
ある闵行（ミンハン）キ
ャンパスもあります。こ
こはとにかく広く、まる
でひとつの街のようでし
た。学生寮、図書館、ス
ーパー、カフェ、スポー
ツ施設やジム、植物園や
大きな池まであり、キャ
ンパスの中だけで生活が
できてしまうほどです。
私は週末によく遊びに行
き、友達とバレーボール
をしたり、カフェでのん
びりしたりしてリフレッ
シュしていました。

上海という街そのものも本当に魅力がいっぱいです。世界中から人
が集まる国際都市であり、多様な文化に触れられるチャンスがたく
さんあります。また、日本から飛行機でたった3時間という近さもあ
り、思っているよりずっと身近な場所です。そして何より、人がと
ても親切でした。道に迷ったときには、知らない人がスマホで一緒
に調べてくれるような、あたたかさを何度も感じました。
この1年間の留学は、語学力の成長だけでなく、自分自身の価値観や
視野を広げてくれる大切な経験となりました。文化や習慣の違いに
戸惑うこともありましたが、その違いを受け入れ、楽しめるように
なったことが、自分にとっての一番の成長だと思います。もし中国
への留学を考えている人がいたら、ぜひチャレンジしてみてくださ
い。きっと想像以上にたくさんの発見が待っていると思います。


